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２
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繰
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実質収支
A－ B

翌年度に
繰り越すべきお金 B

収支 A
（収入ー支出）

３億１４２６万４千円２１４６万１千円３億３５７２万５千円平成１９年度

３億９０４６万円１億４２３８万６千円５億３２８４万６千円平成２０年度

５億３８２９万１千円３５２３万８千円５億７３５２万９千円平成２１年度

増減の主な理由前年比　項　目

財政調整基金（町の貯金）を取り崩さなかったため大幅減となりま
した。

３億６８８３万１千円�
　　　   　（  ９５.０％�）

繰入金

指定管理者導入に伴い、体験工房大源太の使用料が減となりました。
　　 ２０４１万３千円�
　　　   　（  ２７.０％�）

使用料及び
　　　手数料

２０年度は国体の補助金を計上していましたが事業完了により皆減
となったこと、個人県民税の徴収事務委託費が減少したこと等から
減となりました。

       ３１０３万３千円�
　　　　 （  １０.３％�）

県支出金

償却資産の減価等により固定資産税が７７００万円の減となったほか、
町民税が５００万円の減となりました。その他ほとんどの税目で減と
なりましたが、入湯税は１３００万円の増となりました。

       ７７４２万７千円�
　　　    　（  １.７％�）

町　税

斎場改築事業（南魚沼市への委託事業）や中央公園整備事業等の大
規模建設事業に必要な資金について、借り入れによる資金調達を
行ったため、大幅に増えました。

３億７０８０万円�
（  １７１６.７％�）

町　債

地域活力基盤創造交付金※１や地域活性化公共投資・経済危機対策臨
時交付金※２により、国からの交付金が増加しました。

       ６６９５万８千円�
　　  　  （  ２１.１％�）

国庫支出金

宝くじ交付金が３２００万円の増となりました。
       ３３８９万６千円�
　          （  １６.８％�）

諸収入

支出収入年度

５９億８１７２万８千円６３億５１４７万３千円平成１９年度

６１億２７７８万円６６億６０６２万６千円平成２０年度

６３億１７５６万円６８億９１０８万９千円平成２１年度
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構成比
（%）

決算額区　分

６３.７４３億９２１５万３千円①町税

７.７５億３２８４万６千円②繰越金

５.７３億９２４０万円③町債

５.６３億８４８１万７千円④国庫支出金

３.９ ２億６９８７万８千円⑤県支出金

３.４２億３６０７万８千円⑥諸収入

２.８ １億８９７０万３千円⑦財産収入

１.６１億８７８万４千円⑧地方消費税交付金

１.０６９６２万４千円⑨地方譲与税

０.８５５０５万２千円⑩使用料及び手数料

０.３     １９３７万６千円⑪繰入金

３.５２億４０３７万８千円⑫その他

１００.０６８億９１０８万９千円合　計

固定資産固定資産税税
町 民町　民　税税
入 湯入　湯　税税
町たばこ町たばこ税税
軽自動車軽自動車税税
都市計画都市計画税税

 ３５億２８３６万２千３５億２８３６万２千円円
６億６１５２万６千６億６１５２万６千円円
１億１４０３万９千１億１４０３万９千円円
７００７万９千７００７万９千円円
１７３１万１千１７３１万１千円円
８３万６千８３万６千円円

町税の内町税の内訳訳  

※１　これまでの道路、公園等それぞれに補助されていたものが一括交付金としてまとまったもの　
※２　緊急経済対策として、平成 21 年度に国で補正予算化されたもの
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増減の主な理由前年比　項　目

ロープウェー横の体育館取壊し事業により、大幅増となりました。
　　 ６５３０万６千円�
　　  　（  ７２０.８％�）

労働費

文教施設整備のための学校施設整備基金への積立により、大幅増となりました。
３億３００１万４千円�
　　 　　（  ６４.１％�）

教育費

定額給付金事業や財政調整基金（町の貯金）への積立により増となりました。
１億４２７２万５千円�
　　 　  　（  ９.３％�）

総務費

公債（借金）の償還が進んだことにより減となりました。
　　 ３億４９５０万円�
　　 　　（  ２０.２％�）

公債費

中央公園や土樽自然公園の整備・改修等を行いましたが、下水道会計への繰出金が
２億７０００万円減少したことで減となりました。

１億４１４５万８千円�
  　　 　　（  ８.７％�）

土木費

構成比
（％）

決算額区　分

２０.０１２億６３７３万円補助費等

１７.５１１億３３２万３千円人件費

１５.７９億９２０６万３千円繰出金

１３.１８億２７８８万２千円物件費

１１.９７億５０７７万１千円普通建設事業費

５.３３億３７６１万１千円維持補修費

１６.５１０億４２１８万円その他

100.0６３億１７５６万円計

性
質
別
に
見
る

性
質
別
に
見
る
とと

支
出
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
、

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
南
魚
沼
市
へ
の
ご
み
処

理
、
消
防
業
務
な
ど
の
委
託
費
６
億
５
５
８
６
万
６

千
円
、
公
営
企
業
（
水
道
事
業
、
病
院
事
業
）
の
収
入

不
足
を
補
う
補
助
金
１
億
４
０
２
５
万
４
千
円
な

ど
を
集
計
し
た
補
助
費
等
で
す
。

次
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
、
人
件
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で
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退
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の
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充
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、
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々
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に
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る
割
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し
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い
ま
す
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三
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目
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る
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が
、
そ
の
他

で
す
。
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年
に
比
べ
て
７
％
、
４
億
５
３
０
０
万
円

増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
財
政
調
整
基
金
と
学
校
施

設
整
備
基
金
へ
の
積
み
立
て
が
大
幅
に
増
加
し
た

た
め
で
す
。

四
番
目
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
、
特
別
会

計
（
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
・
下
水
道
）
の
収
入
不
足
等
を
補
う

た
め
に
支
出
さ
れ
た
繰
出
金
で
す
。　

年
度
は
下
水

２１

道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
が
２
億
６
９
１
４
万
８

千
円
減
少
し
ま
し
た
。

構成比
（%）

決算額区　分

２６.５１６億７２４６万５千円①総務費

２３.６１４億８９６２万５千円②土木費

１３.４８億４５１２万５千円③教育費

１１.４７億１７３８万４千円④民生費

１０.０ ６億３４０２万７千円⑤衛生費

５.９３億７５５３万６千円⑥消防費

３.５ ２億２０８３万４千円⑦商工費

２.２１億３８２１万２千円⑧公債費

１.６  　   ９８０９万円⑨農林水産業費

１.２７４３６万６千円⑩労働費

０.８     ４７９２万８千円⑪議会費

０.１３９６万７千円⑫災害復旧費

１００.０６３億１７５６万円合　計
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①実質赤字比率　　　　－ ％（該当なし）

　　行政運営の基本となる一般会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示します。湯沢町の実質

　　収支は５億３８２９万１千円の黒字であるため該当なしとなり、『－』で示しています。

②連結実質赤字比率　　－ ％（該当なし）

　　全ての会計の赤字や黒字を合算し、赤字の程度を指標化することで、自治体全体の財政運営の悪化の度合いを

　　示します。湯沢町の８つの会計すべての合計で黒字であるため該当なしとなり、『－』で示しています（それぞれ

　　の会計をみても赤字はありません）。

③実質公債費比率　　 6.3 ％　　　　　

　　自治体が背負っている借金返済などの債務が、どれだけ財政を圧迫しているかを明らかにします。湯沢町では

　　早期健全化基準である２５．０%を大幅に下回っており、前年度に比べ２．０ポイント低下しています。借金の償還

が　　進み元利償還金が減少したのがポイントを下げた主な要因となっています。

④将来負担比率　　　 1.6 ％　　　　　

　　借金や将来支払っていく可能性のある負担金などの現時点での債務残高が、将来財政を圧迫する可能性の度合

　　いを示します。財政調整基金（町の貯金）への積立により将来負担に充当可能な財源が増加したこと等で前年度と

　　比較してマイナス２０．７ポイントと大幅に減少しました。早期健全化基準である３５０%も大幅に下回っています。

標準的に収入が見込まれる一般財源の総額（町
税、地方譲与税、普通交付税、臨時財政対策債、地
方特例交付金、交通安全対策特別交付金等の収入
見込みの合算額）。町税収入等の減少により前年
度と比較し９７７６万５千円の減となっていますが、
同規模の他自治体と比較すると２倍近い額となっ
ています。

  ◆標準財政規模
　  47 億 5418 万 6千円
　       （前年比 9776 万 5千円�、2.0％�）

  ◆経常収支比率
　 81.8％（前年比 0％��）

町の財政基盤の強弱を示す指数で、標準的な行
政活動に必要な財源をどれくらい自力で調達でき
るかを表しています。 この数値が高いほど財政が
豊かであることを示し、数値が１を超えると普通
交付税の不交付団体となります。県内では刈羽村、
聖籠町、湯沢町の３町村だけが１を超えました。

  ◆財政力指数
　  1.300（前年比　0.053 ポイント�）

自治体の財政破綻を未然に防ぐとともに、財
政が悪化した自治体に対して早期に財政の健
全化を促すことを目的として、平成１９年６月に

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が
制定されました。各自治体はこの法律に基づき、
財政の健全性を示す４つの指標を算定し、監査
委員の監査を経て議会に報告するとともに、町
民に公表することが義務づけられました。

４つの指標とは、
①実質赤字比率　
②連結実質赤字比率　
③実質公債費比率　
④将来負担比率　です。

この４つの指標のいずれかが早期健全化基準
以上になると「財政健全化計画」を、将来負担比
率を除く３つの指標のうちどれかひとつでも財
政再生基準以上になると「財政再生計画」を策
定し、財政再建に取り組むことになります。

以下が平成２１年度の湯沢町の数値です。どの
指標も問題のない数値等となっています。

  ◆健全化判断比率

平成 21 年度湯沢町健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：％
④将来負担比率③実質公債費比率②連結実質赤字比率①実質赤字比率健全化判断比率

1.66.3ーー平成２１年度

22.38.3ーー平成２０年度

20.7�2.0�ーー増　減

350.025.020.0015.00早期健全化基準

35.040.0020.00財政再生基準

財政構造の弾力性を表す指標で、この数値が
低いほど、臨時の財政需要に対応できる能力が
高いことになります。町村にあっては７０％程度
が妥当とされています。
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町債（借金）残高

合計
病院事業
会計

水道事業
会計

下水道特別
会計

一般会計

９８億９３９８万６千円２億７８０７万円１６億４３７７万６千円７２億７４４３万６千円６億９７７０万４千円平成２０年度末残高

６億４３７６万９千円１００８万１千円９５２７万４千円４億１５６３万円１億２２７８万４千円元金
平成２１年度
返済額

３億４４２６万６千円６０６万２千円６７４２万９千円２億５５３４万６千円１５４２万８千円利子

９億８８０３万５千円１６１４万４千円１億６２７０万３千円６億７０９７万６千円１億３８２１万２千円計

４億２７４０万円０円０円３５００万円３億９２４０万円平成２１年度借入額

９６億７７６１万６千円２億６７９８万８千円１５億４８５０万２千円６８億９３８０万６千円９億６７３１万９千円平成２１年度末残高

町民１人あたり残高（H２２.３.３１現在　人口８,３４８人　　９６億７７６１万６千円 /８,３４８≒１１５万９千円（昨年１１７万３千円）

湯沢町の町債（借金）と財産

基
金
残

基
金
残
高高

町
債
と
は
反
対
に
、

町
の
貯
金
の
こ
と
を
基

金
と
い
い
ま
す
。
基
金

に
は
財
政
調
整
基
金
の

よ
う
に
緊
急
の
財
政
需

要
や
災
害
等
で
や
む
を

え
な
い
経
費
に
充
て
る

も
の
と
、
学
校
施
設
整

備
基
金
の
よ
う
に
特
定

の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
積
み
立
て
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
基
金
の

中
で
最
も
残
高
が
多
い

の
は
財
政
調
整
基
金
で

す
。
平
成　

年
度
に
１

２１

億
３
３
１
９
万
６
千
円

を
積
み
立
て
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
施
設
整

備
基
金
に
４
億
４
１
７

７
万
５
千
円
を
積
み
立

て
、
文
教
施
設
整
備
へ

備
え
て
い
ま
す
。

湯
沢
こ
こ
ろ
の
ふ
る

さ
と
基
金
と
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
と
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
を
積
み
立

て
た
も
の
で
す
。
平
成

　

年
度
は
町
内
外
の

２１方
　々

名
様
か
ら
１
０

１１

６
万
７
千
円
を
寄
付
い

た
だ
き
、
制
度
開
始
以

来
の
総
計
は
５
０
２
万

３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

湯 沢町の財産目録
８,１５４ ㎡土地

庁舎
延４,０７４ ㎡建物

８,７４２ ㎡土地
保育園及び福祉施設

延４,６２９ ㎡建物

１１６,６８１ ㎡土地
教育及び文化施設

延２８,５１５ ㎡建物

５９１,６９４ ㎡土地
その他公共用施設

延３０,３３４ ㎡建物

４３８１.５ha土地

山林、その他 ４３０,０１２ �立木

延７,９０６ ㎡建物

８１台庁用自動車（除雪車含む）

５６３２万６千円有価証券（株式）

５５９４万９千円出資による権利

２億２２３９万８千円債権（奨学貸付金）

１６億６１７４万２千円財政調整基金

一　

般　

会　

計

基　

金　

残　

高

７３７０万２千円減債基金

９億２１５万１千円中学校建設基金

１億４５万９千円美術館建設基金

１億２２万６千円地域福祉基金

１億円ふるさと基金

１,０００万円中山間ふるさと水と土保全基金

２２９３万３千円公共事業基金

５０２万３千円湯沢こころのふるさと基金

８９８３万８千円国民健康保険支払準備基金

２億４８２３万２千円下水道施設改修基金

４６２０万６千円介護給付費準備基金

３４８万８千円介護従事者処遇改善臨時特例基金

町
債
残

町
債
残
高高

町
債
と
は
町
の
借
金

の
こ
と
で
す
。
な
ぜ
借
金

を
す
る
か
と
言
う
と
、
一

時
的
に
多
額
の
費
用
を

必
要
と
す
る
事
業
に
お

い
て
、
そ
の
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
の
施
設
等
を

利
用
す
る
で
あ
ろ
う
次

の
世
代
の
人
に
も
負
担

し
て
も
ら
う
（
後
年
度
負

担
）」
と
い
う
側
面
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
無
計

画
な
借
金
は
後
々
の
負

担
が
大
き
く
な
り
、
行
政

運
営
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。借

り
入
れ
に
つ
い
て
、

平
成　

年
度
は
、
斎
場
改

２１

築
事
業
（
南
魚
沼
市
へ
の

委
託
事
業
）
や
中
央
公
園

整
備
事
業
等
の
大
規
模

建
設
事
業
の
他
に
、
臨
時

財
政
対
策
債
を
初
め
て

借
り
入
れ
ま
し
た
（
２
億

５
０
０
０
万
円
）。

臨
時
財
政
対
策
債
と

は
地
方
交
付
税
の
算
定

に
お
い
て
、
そ
の
全
額
が

基
準
財
政
需
要
額
（
標
準

的
な
行
政
運
営
を
行
う

た
め
の
経
費
）
と
し
て
算

入
さ
れ
、
他
の
町
債
と
比

べ
て
優
遇
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

次
に
、
残
高
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
に
つ
い
て
は

前
述
の
と
お
り
借
り
入

れ
を
行
っ
た
た
め
残
高

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
会
計
は
年
々
償

還
が
進
み
残
高
が
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
下

水
道
特
別
会
計
の
町
債

残
高
は　

億
９
３
８
０

６８

万
６
千
円
と
多
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

過
去
に
行
っ
た
下
水
道

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
か

か
る
も
の
の
た
め
で
す
。

こ
の
下
水
道
特
別
会

計
の
よ
う
な
、
他
会
計
の

借
金
返
済
の
た
め
に
一

般
会
計
か
ら
支
出
し
た

お
金
は
５
億
８
８
９
９

万
９
千
円
に
上
り
、
一
般

会
計
の
財
政
を
圧
迫
す

る
ひ
と
つ
の
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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収入－支出＝５３１１万２千円

支出収入
金額科目金額科目

６億１６５９万５千円保険給付費２億６５６８万２千円国民健康保険税

１億４８２６万円後期高齢者支援金２億６１９２万１千円国庫支出金

６０７６万６千円介護納付金１億６４０８万２千円前期高齢者交付金

２１８０万１千円保健事業費１億１３１１万８千円繰入金

１５９８万８千円総務費７３９３万２千円療養給付費

１万１千円老人保健拠出金６９２万７千円繰越金

１億４６２１万４千円その他１億７７０８万５千円その他

１０億９６３万５千円計１０億６２７４万７千円計

収入－支出＝２１万２千円

支出収入

金額科目金額科目

７５５６万４千円
後期高齢者医療
広域連合納付金

５９８１万９千円
後期高齢者
　　医療保険料

３００万７千円総務費１８９３万円繰入金

３万８千円諸支出金７万２千円その他

７８６０万９千円計７８８２万１千円計

収入－支出＝３２４４万８千円

支出収入
金額科目金額科目

５億９６６５万円保険給付費１億８２６４万１千円支払基金交付金

４１４７万９千円地域支援事業費１億４８１７万７千円国庫支出金

２８６０万１千円総務費１億３２００万８千円繰入金

１８５０万８千円諸支出金１億１９４０万７千円介護保険料

８９９９万６千円県支出金

４５４５万７千円その他

６億８５２３万８千円計７億１７６８万６千円計

収入－支出＝１０万６千円

支出収入
金額科目金額科目

７万６千円医療諸費３３９万６千円国庫支出金

３２８万９千円諸支出金７万５千円支払基金交付金

３３６万５千円計３４７万１千円計

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会特別会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計 特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定ののののののののののののののののののののの事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ををををををををををををををををををををを行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行ううううううううううううううううううううう場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合ににににににににににににににににににににに、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそののののののののののののののののののののの事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ののののののののののののののののののののの収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入ををををををををををををををををををををを支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出ににににににににににににににににににににに充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充ててててててててててててててててててててて特定の事業を行う場合に、その事業の収入を支出に充て、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計ととととととととととととととととととととと区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別しししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててて経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計ででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす一般会計と区別して経理する会計です。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

国
民
健
康
保
険
特
別
会

 
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計計 

皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
が
支
え
で
す

国
民
健
康
保
険
は
、
他
の
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
の
た
め
の
制
度
で
す
。

収
入
の
繰
入
金
は
一
般
会
計
か
ら
の
仕
送
り

額
で
す
。
支
出
は
、
医
療
費
に
か
か
る
保
険
給

付
費
の
ほ
か
、
出
産
一
時
金
、
人
間
ド
ッ
ク
助

成
金
、葬
祭
給
付
費
等
を
支
出
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

 
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計計 

平
成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

20

　
　

新
し
い
医
療
制
度
の
会
計
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴
い
、

平
成　

年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
会
計
で
す
。

２０

収
入
は
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
保

険
料
や
制
度
運
営
の
安
定
の
た
め
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
等
で
す
。
支
出
は
新
潟
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
や

徴
収
に
か
か
る
経
費
等
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会

 
介
護
保
険
特
別
会
計計 

介
護
を
必
要
と
す
る

　

高
齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
ま
す

収
入
は
国
・
県
か
ら
の
負
担
金
や
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
介
護
保
険
料
、
一
般
会

計
か
ら
の
仕
送
り
１
億
２
９
５
０
万
８
千
円

を
、
支
出
で
は
保
険
給
付
費
や
介
護
予
防
の
各

種
事
業
費
を
支
出
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会

 
老
人
保
健
特
別
会
計計 

平
成　

年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

20

制
度
に
移
行
し
ま
し
た

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成　

年
度
か

２０

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
さ
れ
、こ
の

会
計
で
は
過
年
度
に
支
払
わ
れ
た
医
療
費
精

算
等
を
行
い
ま
し
た
。。
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３億８６６３万４千円収入収益的収支
（経営活動に伴う

もの） ３億８４８１万２千円支出

１０１７万１千円収入資本的収支
（建設改良のため

のもの） １億６６１８万５千円支出

１億１０２９万４千円収入
収益的収支

１億７４８５万４千円支出

１億１００８万２千円収入
資本的収支

１億１８６３万９千円支出

　外来患者数５９,７３４人
　　（1日平均２０３．９人・前年比０．１%減）
　入院患者数２１,０２７人
　　（1日平均１５７．６人・前年比１．１％増）
　　

収入－支出＝１９４０万４千円

支出収入
金額科目金額科目

６億７０９７万６千円公債費６億５６７９万円繰入金

２億１９０４万１千円公共下水道費２億５１４８万６千円使用料・手数料

７０７６万円総務費８６６０万円国庫支出金

１億５５０万４千円特定環境保全公共下水道３５００万円町債

５５８０万９千円その他

１０億６６２８万１千円計１０億８５６８万５千円計

経営健全化基準（％）資金不足比率（％）会　計　名

20％

ー水道事業

ー病院事業会計

ー下水道特別会計

  公営企業の経営の健全性を示す指標
　　　　「資金不足比率」

下
水
道
特
別
会

 
下
水
道
特
別
会
計計 

　

水
質
保
全
と
健
康
で
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す

平
成　

年
度
末
の
下
水
道
普
及
律

２１

は　
．
１
％
、
水
洗
化
率
は　
．
４
％
と

８７

８４

な
り
ま
し
た
。

平
成　

年
度
で
は
、
老
朽
化
が
進
む

２１

湯
沢
・
浅
貝
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
電
気
設

備
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

８
ペ
ー
ジ
で
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
一

般
会
計
の
財
政
指
標
（
健
全
化
判
断
比

率
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
法

律
で
は
公
営
企
業
の
経
営
に
関
し
て
も
、

健
全
性
を
示
す
指
標
と
し
て
「
資
金
不
足

比
率
」
を
算
定
し
公
表
す
る
こ
と
と
定
め

て
い
ま
す
。
湯
沢
町
で
は
水
道
事
業
会
計
、

病
院
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
が
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
全
て
の
会
計
で
資
金

不
足
が
無
い
た
め
、
比
率
は
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
、「
－
」（
該
当

な
し
）
で
表
示
し
て

い
ま
す
。

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会公営企業会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計 必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要ななななななななななななななななななななな経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費ををををををををををををををををををををを自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自らららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののの収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入ででででででででででででででででででででで賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄賄要な経費を自らの収入で賄うううううううううううううううううううううう
独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算ののののののののののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計ででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす　　　　　　　　　　　独立採算の会計です。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

水
道
事
業
会

 
水
道
事
業
会
計計 

安
定
し
た
水
源
を
確
保
し
、

安
心
し
て
飲
め
る
水
の
供
給

に
努
め
ま
す

年
々
水
道
使
用
量
が
減
少
し
、
水

道
料
金
収
入
も
そ
れ
に
比
例
し
て
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
事
業
費
の

削
減
等
に
よ
り
黒
字
決
算
（
純
利
益

１
６
１
万
６
千
円
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
い
っ
そ
う
の
経
営
効
率

化
に
努
め
ま
す
。

※
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出

額
に
対
し
不
足
す
る
額
は
、
当
年
度

消
費
税
資
本
的
調
整
額
、
過
年
度
損

益
勘
定
留
保
資
金
で
補
填
し
ま
し
た
。

病
院
事
業
会

 
病
院
事
業
会
計計  

地
域
医
療
の
充
実
と

   
健
全
な
病
院
運
営
に
努
め
ま
す

病
院
は
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
た
め
、

診
療
に
よ
る
収
益
や
医
師
、
看
護
師
等
の

人
件
費
な
ど
は
指
定
管
理
者
の
会
計
で
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
。　

町
の
会
計
と
し
て

は
、
収
入
の
ほ
と
ん
ど
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
（
１
億
９
９
１
万
８
千
円
）
で
あ

り
、
支
出
は
指
定
管
理
者
へ
の
交
付
金
、
借

金
の
返
済
、
医
療
機
器
の
購
入
費
等
で
し

た
。※

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

対
し
不
足
す
る
額
は
、
当
年
度
消
費
税
資

本
的
調
整
額
、
過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資

金
で
補
填
し
ま
し
た
。


